
トピックス
「自社IP製品ビジネス」の推進

ソフトウェア開発のプロジェクトでは、様々な役割を持つエンジニア、顧客側の担当者など多くの人々と多種多様な
情報が関わるため、情報周知に時間が掛かったり、伝達漏れが起こったりします。ソフトウェアの要件や環境は複雑化
する一方で、納期までの期間も短くなっており、「チーム開発の効率化」は多くの企業にとって重要な課題です。

「ProjDepot」は、SRA先端技術研究所が「インタラクションデザイン」の研究成果とSRAのソフトウェア開発現場で 
実績のある「オープンソース・ソフトウェア」を活用し開発した自社IP製品です。チーム開発に必要な機能をまとめて 
提供し、ソフトウェア開発を一元的に管理できる「ProjDepot」は効率的なチーム開発を可能とします。

SRAは「ProjDepot」を業務システム、組込ソフトウェア、ウェブサイト、モバイルアプリなどの開発会社や、開発会社に
発注し管理を行う企業、大学、官公庁等に対し販売し、併せてコンサルティングサービスも提供していきます。

インタラクションデザイン：利用者がシステムを使うという一連のやりとり「インタラクション」に注目し、
　　　　　　　　　　　　　製品の機能品質に加え、操作品質も重視するという先進的なデザイン手法　　　　　　※ProjDepot：商標登録出願中

先端技術の研究成果を基に
ニーズの高い「チーム開発の効率化」を実現
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第２四半期 連結業績ハイライト

■第2Q ■通期 通期（計画） ■第2Q ■通期 通期（計画）

165億円 （単位：億円）

■第2Q ■通期 通期（計画）

（単位：億円）

売 上 高

△0億円当期純利益

通期計画： 373億円 12億円 （単位：億円）経 常 利 益 通期計画： 34億円

（単位：円）1株当たり配当金通期計画：22億円

■当初予定配当 ■年間配当 年間配当（計画）
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記念配当5円

2012/3 13/3

2012/3 13/3 14/3
配当性向（％） 43.9 35.2 23.8

14/3 15/32Q 2Q 2Q 2Q 2012/3 13/3 14/3 15/32Q 2Q 2Q 2Q

2012/3 13/3 14/3 15/32Q 2Q 2Q 2Q 15/3
 24.1（計画）

5円
増配

期末配当
28円

中間配当
17円

皆様には、日頃より格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。

情報サービス業界におきましては、IT投資は回復基調で推移しましたが、足元の受注環境に

ついては引き続き、競争激化による厳しい状況が継続しております。

そのような状況のもと、第２四半期の業績につきましては、前年同期比で売上高が増加し、

粗利益の増加等により営業利益、経常利益も共に増加しました。

一方、当社グループ保有の株式会社SJIの株式について、投資有価証券評価損を特別損失

として計上したため、四半期純損失を計上しました。

なお、配当については、今年度より1株につき17円の中間配当を実施し、期末配当は１株に

つき28円〔年間配当45円（5円増配）〕を計画しております。

皆様には、変わらぬご支援を賜りますようお願い申しあげます。

2014年11月

株式会社SRAホールディングス

代表取締役社長

株主の皆様へ
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